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みなさんの質問にお答えします !

Ｑ．施設の見学はできますか？
Ａ．いつでも自由に見学することができます。各施設の職員がご案内させていただきます。
Ｑ．入所は申し込み順ですか？
Ａ．入所は申し込み順ではありません。介護の必要性、生活の状況等を点数化し、必要性の
　　高い方から順に入所を決定していきます。入所手続きの流れは以下の通りです。

　「サンシャインが高齢者の施設だということは知っていても、詳しいことがわからない」という声
を多く耳にします。そこで今回は、みなさんから寄せられる、どんな施設なの？どうやったら入所で
きるの？料金は？等、様々な疑問・質問にお答えします。

Ｑ．保証人がいないと入所できないのでしょうか？
Ａ．入所は契約です。ご本人と契約代理人兼連帯保証人とで契約していただいております。
　　契約代理人兼連帯保証人となられる方がおられない場合は、ご相談が必要です。
Ｑ．入所にあたって住民票は移動しなければなりませんか？
Ａ．住所変更は、ご家族にお任せします。当法人から住所変更を求めることはありません。
Ｑ．入所中に病気や怪我等で入院した場合、施設との利用契約は解除されますか？
Ａ．短期間の入院治療（入院期間が３ヶ月以内と見込まれる場合）であれば入院期間中の居
　　住費をお支払いいただくことで利用契約を維持することができます。３ヶ月を超える入
　　院治療の場合は退所していただくことになります。
Ｑ．外出や外泊はできますか？
Ａ．外出・外泊は同行者と共におこなっていただいております。食事や入浴の調整のため事
　　前にご連絡いただけるとありがたいです。

特別養護老人ホーム　入所手続きの流れ

特
例
入
所
の
判
定

入所

入所決定

入
所
申
込
み
受
理

入
所
の
申
込
み　

要
介
護
３
以
上（
要
介
護
１
・
２
）

※

要
介
護
１
・
２（
特
例
入
所
）の
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
を
記
載

保
険
者
と
の
意
見
照
合

入
所
順
位
の
確
認

入所検討委員会

【判定○】

【判定×】

入所不可

入所待機者
順位名簿作成

空床発生時、
待機者に意向確認

要
介
護
３
以
上

要
介
護
１
・
２（
特
例
）

特例入所
適合の判定

入所検討委員会の構成

白川町保健福祉課
白川町社会福祉協議会
白川町地域包括支援センター
東白川村地域包括支援センター
サンシャイン福祉振興会

どうしたら
　施設に入れるの？
どうしたら
　施設に入れるの？
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サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
に
は
毎
年

延
べ
１
４
０
０
人
余
り
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
様
々
で
、
洗
濯
物
た
た
み
や
シ
ー
ツ

交
換
、
話
し
相
手
、
掃
除
な
ど
、
ど
の
活

動
も
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
本
年
度
新
し

い
活
動
が
加
わ
り
ま
し
た
。
入
居
者
の
癒

し
と
な
る『
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
と
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
』
で

す
。
今
回
は
こ
の
新
し
い
２
つ
の
活
動
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
わ
ば
た
荘
で
の
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
初
日
。
入
居
者
は「
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
っ
て
何
？
」「
ど
ん
な

こ
と
を
す

る
の
」
と

言
っ
て
、

恐
る
恐
る

手
を
差
し

出
さ
れ
ま

し
た
。
入

居
者
の
中

に
は
知
ら

な
い
誰
か

に
手
な
ど

を
触
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
方
も
お

ら
れ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
で
き
な
い
方
も
あ

り
ま
し
た
。

　

２
回
目
に
は
、
一
度
や
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
安
心
感
と
、
気
持
ち

良
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り「
体
ま
で

ぽ
か
ぽ
か
し
て
き
た
わ
、
気
持
ち
が
い
い

ね
え
」
と
表
情
も
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ョ
ン
麻
雀
は
あ
い
ら
ん

ど
美
濃
白
川
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は

入
居
者
の「
麻
雀
が
や
り
た
い
」
と
い
う

要
望
か
ら

で
し
た
。

麻
雀
が
初

め
て
の
方

も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

方
と
２
人

１
組
で
相

談
し
な
が

ら
で
き
る

の
で
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。「
こ
れ
に
し
よ
う

か
」
と
捨
て
る
牌
を
選
ん
だ
り
、
丁
寧
に

牌
を
詰
ん
だ
り
し
て
終
始
会
話
が
は
ず
み

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
勝
敗
に
は
一
喜
一
憂
さ

れ
、「
次
は
絶
対
に
勝
つ
ぞ
」
と
意
欲
を

燃
や
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
は
普
通
よ
り
も

大
き
な
麻
雀
牌
を
持
つ
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
と
は
違
う
特
別
な
こ
と
は
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
で
す
。
新

し
い
活
動
の
お
か
げ
で
回
を
重
ね
る
ご
と

に
楽
し
み
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

▲とても大きな牌です !

▲気持がええなあ

NEW
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

NEW

Ｑ．施設の違いは何ですか？また、利用料金はいくらですか？
Ａ．特別養護老人ホームでも従来型とユニット型では料金が変わります。また、要介護度や
　　所得によっても違いがあります。当法人は特別養護老人ホーム以外にも入所施設である
　　グループホームかわばた荘を運営しております。それぞれの施設、料金については以下
　　の表を参考にしてください。

　いかがでしたか？その他にも、特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川にはショートステイ（短
期入所生活介護）デイサービスセンター（通所介護）が併設されており、佐見にはデイサービスセン
ターせせらぎ園があります。サンシャイン福祉振興会は介護保険のもとに施設を運営しています。施
設について質問のある方は、いつでもお気軽にお問い合わせください。

現入所者の
平均支払額

利用要件

料　金

定　員

タイプ 従来型

50名（4月より60名）

46,000～139,000円

ユニット型

16名

53,000～157,000円

ユニット型

29名

63,000～167,000円

ユニットケア

18名

127,000～158,000円

67,953円 79,256円 87,066円 129,532円

　要介護３～５の方と、
要介護１・２で特例入所
が認められた方

　白川町及び東白川村の
方で要介護３～５の方と、
要介護１・２で特例入所
が認められた方

　白川町及び東白川村の
方で要介護３～５の方と、
要介護１・２で特例入所
が認められた方

　認知症の症状があり、
要支援２～要介護５の方

特別養護老人ホーム
サンシャイン美濃白川

地域密着型
特別養護老人ホーム
サンシャイン美濃白川

地域密着型
特別養護老人ホーム
あいらんど美濃白川

グループホーム
かわばた荘
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今
年
の
年
女

福
原
　
千
代
さ
ん

今
年
の
年
女昭

和
9
年
生
ま
れ
戌
年

福
原
　
千
代
さ
ん

▲千代さんと喜三郎さん

　

年
男
・
年
女
は
年
神
様
の
ご
加
護
を
多
く

受
け
、
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
の
年
女
で
あ
る
入
居
者
の
福
原
千
代
さ
ん

に
今
ま
で
ど
ん
な
人
生
だ
っ
た
の
か
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

千
代
さ
ん
は
愛
知
県
の
一
宮
市
で
生
ま

れ
、
お
兄
さ
ん
と
２
人
兄
妹
。
両
親
を
早
く

に
亡
く
さ
れ
、
お
兄
さ
ん
に
育
て
て
も
ら
っ

た
そ
う
で
す
。

　

社
交
的
で
運
動
神
経
抜
群
だ
っ
た
千
代
さ

ん
は
、
水
泳
が
得
意
で
ク
ロ
ー
ル
の
選
手
と

し
て
色
々
な
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
大

阪
の
学
校
を
卒
業
後
は
、
大
丸
百
貨
店
で
働

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
荷
物
の
搬

入
に
出
入
り
し
て
い
た
喜
三
郎
さ
ん
と
出
会

い
ま
し
た
。「
私
が
仕
事
を
終
わ
る
の
を
従

業
員
口
で
い
つ
も
待
っ
て
て
ん
。
友
達
が
あ

の
人
い
い
人
や
ん
っ
て
勧
め
る
し
な
、
ほ
ん

な
ら
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
も
っ
て
喫
茶
店
に

行
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
や
。
あ
ん
た
な
、
結

婚
は
顔
で
し
た
ら
あ
か
ん
で
。
や
さ
し
い
男

が
一
番
や
」
と
、
２
人
の
馴
れ
初
め
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
く
大
阪
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
年
を
と
っ
た
ら
静
か
な
所
で
暮
ら
し
た
い
」

と
考
え
、
新
聞
で
東
白
川
の
記
事
を
見
つ
け

「
ほ
ん
な
ら
１
回
い
っ
て
み
よ
か
」
と
訪
ね

て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
東
白
川
で
の

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
め
は
慣
れ
な
い
暮
ら
し
に
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
所
の
方
が
親
切
に
し

て
く
れ
た
の
で
、
こ
こ
へ
来
て
よ
か
っ
た
な

と
思
う
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
正
月
は
旦
那
さ
ん
が
千
代
さ
ん

の
部
屋
に
泊
ま
ら
れ
、
夫
婦
水
入
ら
ず
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
昔
は
た
ば
こ
の
に

お
い
で
よ
く
喧
嘩
を
し
た
と
言
わ
れ
た
千
代

さ
ん
。
面
会
に
来
ら
れ
る
旦
那
さ
ん
に「
ガ

ソ
リ
ン
代
が
も
っ
た
い
な
か
ら
な
、
そ
ん
な

に
来
な
く
て
い
い
っ
て
言
っ
て
ん
ね
ん
け
ど

な
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
見
え
な
く
な
る
ま

で
見
送
り
さ
れ
る
姿
を
微
笑
ま
し
く
思
い
ま

す
。

　

将
来
は
２
人
で
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
に
入
っ
て

暮
ら
せ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

サンシャイン周
辺
探
訪

サンシャイン周
辺
探
訪

　

先
回
に
続
き
名
倉
ダ
ム
を
取
り
上
げ
ま

す
。
野
原
集
落
に
あ
る
名
倉
ダ
ム
の
取
水

口
か
ら
下
流
の
発
電
所
へ
向
か
っ
て
２
本

の
導
水
路
が
地
中
を
伸
び
て
い
ま
す
。

　

１
本
目
は
、
葛
牧
集
落
を
経
て
名
倉
発

電
所
に
至
る
約
５
㎞
の
導
水
路
で
す
。
１

９
３
６
（
昭
和
11
）
年
に
名
倉
ダ
ム
・
発

電
所
の
建
設
と
同
時
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
、
掘
削
土
の
搬
出
口
が
あ
っ
た

葛
牧
に
は
、
作
業
員
の
飯
場
や
工
事
の
た

め
の
製
材
所
が
あ
り
、
雑
貨
屋
や
飲
み
屋

も
で
き
て
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

２
本
目
は
、Ｊ
Ｒ
の
鉄
橋
付
近
で
、
野

原
か
ら
広
島
集
落
側
へ
飛
騨
川
を
サ
イ

フ
ォ
ン
で
く
ぐ
り
、
大
利
集
落
の
牧
ヶ
洞

あ
た
り
を
経
由
、
七
宗
国
有
林
の
地
中
深

く
を
進
ん
で
、新
上
麻
生
発
電
所
に
至
る
、

総
延
長
約
11
㎞
の
導
水
路
で
す
。

　

こ
の
導
水
路
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）

年
、
新
上
麻
生
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
掘

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
発
電
に
利
用
さ
れ

た
水
は
、
さ
ら
に
飛
騨
川
の
下
を
サ
イ

フ
ォ
ン
で
通
り
、
１ 

・
５
㎞
先
で
飛
騨
川

に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
導
水
路
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大

で
、
毎
秒
80
ｔ
の
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

飛
騨
川
は
流
れ
が
急
で
水
量
が
多
い
た

め
、
大
正
期
か
ら
水
力
発
電
の
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。白
川
町
河
岐
に
は
、

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
建
設
さ
れ
た

上
麻
生
ダ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▲名倉ダムからの導水路

名
倉
ダ
ム
②
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短歌
　　俳句
　漫俳
　　　川柳

文
芸
コ
ー
ナ
ー

年
重
ね
顔
の
し
わ
ほ
ど
曽
孫
増
え

寒
の
水
ボ
ト
ル
に
つ
め
て
旅
の
宿

な
ま
り
の
空
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
地
は
白
く

寒
椿
ほ
ほ
に
紅
さ
す
我
が
年
の
早
さ

波
乱
万
丈
九
十
年
今
は
感
謝
で
手
を
合
わ
す

成
程
と
思
い
し
事
の
多
く
し
て

　
　
　
　

聞
く
こ
と
見
る
物
全
て
が
宝

夜
が
あ
け
て
東
の
空
を
あ
お
ぎ
み
る

　
　
　
　

み
ゆ
る
は
池
に
我
が
顔
か
な
し

誠
子

熊
ん
蜂

宮
豆

も
と
み

成
美

秀
子

志
げ
よ

　

２
０
１
８
年
度
当
初
予
算
案

が
97
・
７
兆
円
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
予
算
を
分
析
す

る
に
は
補
正
予
算
と
い
う
歳
出

増
の
抜
け
道
や
、
防
衛
関
係
費

の
よ
う
に
高
額
な
兵
器
を
複
数

年
で
後
年
度
負
担
す
る
と
い
う

方
法
も
あ
っ
て
、
複
雑
な
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
を
み
る
と
歳
入

の
34
・
５
％
が
国
債
発
行
（
借

金
）
に
な
っ
て
お
り
、
国
債
発

行
残
高
（
借
金
総
額
）
は
８
８

３
兆
円
と
先
進
国
ト
ッ
プ
の
借

金
大
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
倒
産
し
な
い
の
か
。
国
債
の

大
量
買
い
付
け
を
日
本
銀
行
が

行
い
、
長
期
金
利
を
抑
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
安
倍
政
権
の
６

年
間
で
、
国
と
地
方
の
長
期
債

務
残
高
が
１
７
５
兆
円
増
加

し
、
そ
の
合
計
が
１
１
０
８
兆

円
に
な
る
見
通
し
で
す
。
金
利

上
昇
時
の
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

い
る
の
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
） 

の

危
機
感
の
欠
如
に
驚
き
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
の
特
徴
を
み
る

と
、
第
１
に
、
防
衛
費
が
４
年

連
続
で
過
去
最
大
と
な
り
、
１

基
１
千
億
円
弱
の
迎
撃
ミ
サ
イ

ル
等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
目

に
つ
き
ま
す
。
高
額
な
ア
メ
リ

カ
の
最
先
端
兵
器
が
順
次
配
備

さ
れ
る
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
２
に
、
生
活
保
護
費
か
ら

支
給
さ
れ
る
生
活
費
が
年
間
で

最
大
５
％
減
少
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
母
子
加
算
も
段
階
的
に
減

ら
さ
れ
ま
す
。
生
活
保
護
基
準

は
最
低
賃
金
や
税
制
、
社
会
保

険
等
の
最
低
基
準
に
な
っ
て
お

り
、
非
正
規
雇
用
、
低
所
得
層

の
生
活
に
広
く
影
響
す
る
こ
と

か
ら
社
会
的
弱
者
へ
厳
し
い
予

算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
に
、
介
護
報
酬
に
つ
い

て
０ 

・
54
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
６
年
間
に
わ
た
り
、
介
護

報
酬
の
公
定
価
格
を
引
き
下
げ

ら
れ
、
私
た
ち
は
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
介

護
保
険
は
こ
の
数
年
で
大
き
く

縮
小
、
後
退
、
変
質
を
見
せ
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
を

原
則
、
要
介
護
３
以
上
と
重
度

化
し
、
入
所
を
引
き
締
め
、
利

用
者
の
身
体
機
能
の
維
持
・
改

善
し
た
事
例
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
と
連
携
し
て
自
立
支
援
し
た

場
合
、
と
い
う
よ
う
に
軽
度
化

さ
せ
る
と
事
業
者
に
報
酬
（
加

算
）
を
出
し
、
訪
問
介
護
に
つ

い
て
は
、「
生
活
援
助
を
抑
制

す
る
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
の
「
有
識
者
」

コ
メ
ン
ト
を
読
み
、
気
に
な
っ

た
の
は
次
の
点
で
す
。第
１
に
、

財
政
赤
字
の
原
因
を
社
会
保
障

費
の
増
加
に
求
め
、
引
き
締
め

を
主
張
、
第
２
に
防
衛
費
を
聖

域
に
し
て
語
ら
ず
、
第
３
に
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
危

機
感
が
薄
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
社
会
保
障
に
は
、
先
人
が

長
年
に
わ
た
り
築
い
た
人
権
、

平
等
、
の
思
想
、
理
念
が
あ
り
、

平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
社
会
保
障
の
充
実
を
訴
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
信
勝

（
社
会
福
祉
法
人

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
理
事
長
・

　
　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

２
０
１
８
年
度
予
算
を
読
む

社
会
福
祉

社
会
保
障

は
、
い
ま
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　介護の仕事は初めてで慣れない
ことが多く、たいへんさを感じて
います。
　これから入居者の方の目線で対
応できるように頑張っていきます
のでよろしくお願いします。

土岐磨紀子
（グループホームかわばた荘勤務）



河
　
岐

　

田
中　

正
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

和
　
泉

　

安
江　

忠
次
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

水
戸
野

　

渡
辺　

岩
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

白
　
山

　

澤
田　

武
千
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　

杉
山　

周
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円

　

安
江　

徳
安
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

坂
ノ
東

　

犬
塚　

繁
道
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

　

汲
田　

英
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

　

竹
腰　

鋭
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　

竹
腰　

道
典
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

　

長
尾　

み
ち
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
円

　

林　

千
秋
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
円

　

山
岡　

昌
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

赤
　
河

　

鈴
村　

功
児
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

三
　
川

　

小
池　

克
昌
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

　

小
池　

登
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円

黒
　
川

　

楯　

和
久
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

　

藤
井　

和
久
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

上
佐
見

　

田
口　

良
和
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　

安
江　

初
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

東
白
川
村

　

今
井　

信
好
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

　

安
江　

正
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
円

匿　

名　
　
　
　
　

一
万
円

（
物
品
の
ご
寄
付
）

河
　
岐

　

青
山　

美
智
子
さ
ん

白
　
山

　

澤
田　

紀
美
子
さ
ん

　

杉
山　

道
子
さ
ん

　

新
田　

智
男
さ
ん

　

安
江　

由
紀
子
さ
ん

河
　
東

　

大
岩　

美
代
志
さ
ん

　

加
藤　

英
司
さ
ん

　

田
口　

幹
夫
さ
ん

坂
ノ
東

　

犬
塚　

紀
美
子
さ
ん

　

佐
藤　

美
栄
子
さ
ん

　

佐
藤　

ユ
キ
エ
さ
ん

　

末
永　

ミ
ツ
子
さ
ん

　

多
賀　

ひ
さ
え
さ
ん

　

高
木　

惺
子
さ
ん

　

田
口　

英
雄
さ
ん

　

竹
腰　

く
に
ゑ
さ
ん

　

竹
腰　

道
典
さ
ん

　

長
尾　

昭
子
さ
ん

　

西
野　

幸
枝
さ
ん

　

服
部　

り
ゅ
う
子
さ
ん

　

林　

徳
子
さ
ん

　

古
田　

美
里
さ
ん

　

牧
野　

す
み
子
さ
ん

　

山
岡　

昌
三
さ
ん

上
佐
見

　

安
江　

加
代
さ
ん

東
白
川
村

　

樋
口　

ち
か
子
さ
ん

　

安
江　

憲
八
さ
ん

下
呂
市

　

江
馬　

明
美
さ
ん

（
団
体
な
ど
）

　

今
井
米
穀
商
会
（
有
）
様

　

ケ
イ
ズ
ワ
ー
ク
（
株
）
様

　

榊
間
石
油
（
株
）
様

　

坂
ノ
東
郵
便
局
様

　

佐
見
小
学
校

　
　
　
　
　

５
・
６
年
生
様

　

白
川
ガ
ス
協
業
組
合
様

　

て
ま
ひ
ま
の
店
様

　

パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
イ
マ
イ
様

　

丸
八
ヒ
ロ
タ
（
株
）
様

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

河
　
岐

　

青
山　

美
智
子
さ
ん

　

大
脇　

淑
子
さ
ん

　

長
島　

紀
子
さ
ん

　

長
尾　

美
由
紀
さ
ん

和
　
泉

　

安
江　

早
苗
さ
ん

　

渡
辺　

康
子
さ
ん

水
戸
野

　

五
斗　

裕
美
さ
ん

　

安
江　

八
重
子
さ
ん

白
　
山

　

磯
村　

妙
子
さ
ん

　

加
藤　

た
け
の
さ
ん

　

小
池　

清
枝
さ
ん

　

小
林　

よ
り
子
さ
ん

　

澤
田　

紀
美
子
さ
ん

　

清
水　

悦
子
さ
ん

　

杉
山　

道
子
さ
ん

　

三
ツ
石　

多
香
子
さ
ん

　

安
江　

恵
津
子
さ
ん

　

安
江　

孝
子
さ
ん

　

安
江　

つ
た
子
さ
ん

河
　
東

　

大
岩　

美
代
志
さ
ん

　

田
口　

千
稲
さ
ん

　

田
口　

百
合
子
さ
ん

坂
ノ
東

　

犬
塚　

紀
美
子
さ
ん

　

汲
田　

昭
子
さ
ん

　

佐
藤　

典
子
さ
ん

　

島
田　

い
つ
ゑ
さ
ん

　

島
田　

美
知
子
さ
ん

　

多
賀　

ち
づ
子
さ
ん

　

高
木　

惺
子
さ
ん

　

高
木　

美
智
子
さ
ん

　

田
口　

幸
子
さ
ん

　

田
口　

則
子
さ
ん

　

長
尾　

花
子
さ
ん

　

西
野　

叶
枝
さ
ん

　

服
部　

な
み
子
さ
ん

　

服
部　

伸
子
さ
ん

　

服
部　

り
ゅ
う
子
さ
ん

　

古
田　

美
里
さ
ん

　

牧
野　

政
子
さ
ん

　

松
山　

智
子
さ
ん

　

松
山　

久
子
さ
ん

切
　
井

　

各
務　

静
子
さ
ん

　

宮
田　

晴
造
さ
ん

赤
　
河

　

纐
纈　

弘
子
さ
ん

　

纐
纈　

モ
ト
エ
さ
ん

　

鈴
村　

礼
子
さ
ん

　

鷲
見　

あ
け
み
さ
ん

　

古
沢　

美
智
子
さ
ん

三
　
川

　

鈴
村　

純
子
さ
ん

黒
　
川

　

有
田　

佐
和
子
さ
ん

　

岡
本　

道
子
さ
ん

　

榊
間　

ま
ち
子
さ
ん

　

藤
井　

ミ
ス
さ
ん

　

藤
井　

み
ほ
さ
ん

上
佐
見

　

田
口　

か
ゆ
み
さ
ん

　

田
口　

妙
子
さ
ん

　

田
口　

智
里
さ
ん

　

田
口　

み
ど
り
さ
ん

　

田
口　

ゆ
み
子
さ
ん

　

辻　

澄
子
さ
ん

　

前
田　

久
さ
ん

　

安
江　

千
穂
子
さ
ん

　

安
江　

ナ
ツ
エ
さ
ん

　

安
江　

範
由
さ
ん

　

安
江　

ふ
き
江
さ
ん

　

安
江　

ふ
さ
子
さ
ん

　

安
江　

弓
子
さ
ん

下
佐
見

　

今
井　

美
代
子
さ
ん

　

熊
崎　

今
子
さ
ん

　

熊
崎　

き
ぬ
子
さ
ん

　

熊
崎　

国
彦
さ
ん

　

熊
崎　

成
香
さ
ん

　

熊
崎　

節
子
さ
ん

　

熊
崎　

千
代
子
さ
ん

　

熊
崎　

正
信
さ
ん

　

清
水　

里
美
さ
ん

　

清
水　

源
弘
さ
ん

　

清
水　

真
理
子
さ
ん

　

清
水　

美
保
子
さ
ん

　

髙
木　

桧
仁
さ
ん

　

髙
木　

里
美
さ
ん

　

高
木　

春
子
さ
ん

　

高
瀬　

比
乃
さ
ん

　

中
島　

綾
子
さ
ん

　

長
谷
川　

碧
さ
ん

　

服
部　

晃
さ
ん

　

細
江　

咲
奈
さ
ん

　

安
江　

晶
子
さ
ん

　

安
江　

寿
子
さ
ん

東
白
川
村

　

田
口　

二
三
子
さ
ん

　

安
江　

経
子
さ
ん

　

安
江　

萬
代
子
さ
ん

（
団
体
な
ど
）

　

佐
見
小
学
校

　
　
　
　
　

５
・
６
年
生
様

　

白
川
小
学
校

　
　
　
　
　

３
・
４
年
生
様

　

白
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
様

　

楽
し
み
舞

　
　
　
　

白
北
メ
ン
バ
ー
様

　

天
理
教
佐
見
分
教
会
様

　

天
理
教
蘇
河
分
教
会
様

　

天
理
教
鎮
恵
那
分
教
会
様

　

美
濃
白
川
モ
ラ
ロ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　

事
務
所
様

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　

多
く
の
方
々
に
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

お
名
前
の
把
握
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
漏
れ
や
間
違

い
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う

か
お
許
し
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
お
知
ら
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
１
月
31
日
受
付
分
ま
で
掲

載
し
ま
し
た
）

- 6 -

サンシャインだより　第65号

ご
　
寄
　
付

あ
り
が
と
う

ご
　
寄
　
付

あ
り
が
と
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う


